
(57)【要約】

　【課題】　超音波探触子が関節腔内の周囲組織に接触

等を起こさないようにしながら、関節腔内で超音波を関

節軟骨表面に垂直に照射できるように自由に調整可能と

した関節内超音波内視鏡とその測定方法を提供すること

にある。

　【解決手段】　超音波を関節腔内に送信するとともに

関節腔内で反射した超音波を反射エコーとして受信する

超音波探触子と、該超音波探触子が配設された傾転自在

な先端部位と、該先端部位と離間した対向位置に配設さ

れた把持本体部と、該先端部位と該把持本体部間に基軸

と前後移動軸を配設し、該基軸と該前後移動軸の一端部

側は該先端部位の離間した位置で回動自在に軸支すると

ともに、該基軸の他端部は把持本体部に固着し、該前後

移動軸の他端部は把持本体部の縦軸線方向に刻設された

溝部に沿って前後動させることによって該先端部位を起

立位置から水平位置間で傾転自在な構成とした。

　【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
超 音 波 を 関 節 腔 内 に 送 信 す る と と も に 関 節 腔 内 で 反 射 し た 超 音 波 を 反 射 エ コ ー と し て 受 信
す る 超 音 波 探 触 子 と 、 該 超 音 波 探 触 子 が 配 設 さ れ た 傾 転 自 在 な 先 端 部 位 と 、 該 先 端 部 位 と
離 間 し た 対 向 位 置 に 配 設 さ れ た 把 持 本 体 部 と 、 該 先 端 部 位 と 該 把 持 本 体 部 間 に 基 軸 と 前 後
移 動 軸 を 配 設 し 、 該 基 軸 と 該 前 後 移 動 軸 の 一 端 部 側 は 該 先 端 部 位 の 離 間 し た 位 置 で 回 動 自
在 に 軸 支 す る と と も に 、 該 基 軸 の 他 端 部 は 把 持 本 体 部 に 固 着 し 、 該 前 後 移 動 軸 の 他 端 部 は
把 持 本 体 部 の 縦 軸 線 方 向 に 刻 設 さ れ た 溝 部 に 沿 っ て 前 後 動 さ せ る こ と に よ っ て 該 先 端 部 位
を 起 立 位 置 か ら 水 平 位 置 間 で 傾 転 自 在 な 構 成 と し た こ と を 特 徴 と す る 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡
。
【 請 求 項 ２ 】
該 把 持 本 体 部 側 の 該 前 後 移 動 軸 の 端 部 を Ｌ 字 状 に 曲 折 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載
の 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ３ 】
超 音 波 を 関 節 腔 内 に 送 信 す る と と も に 関 節 腔 内 で 反 射 し た 超 音 波 を 反 射 エ コ ー と し て 受 信
す る 超 音 波 探 触 子 と 、 該 超 音 波 探 触 子 が 配 設 さ れ た 傾 転 自 在 な 先 端 部 位 と 、 該 先 端 部 位 と
離 間 し た 対 向 位 置 に 配 設 さ れ た 把 持 本 体 部 と 、 該 把 持 本 体 部 の 途 中 に 周 方 向 に 一 定 幅 に 開
口 さ れ た 開 口 部 ５ ４ と 、 該 開 口 部 ５ ４ に 内 周 部 に ね じ が 刻 設 さ れ て 回 動 自 在 に 配 設 さ れ た
ね じ 付 き ロ ー ル と 、 該 先 端 部 位 と 該 把 持 本 体 部 間 に 基 軸 と 前 後 移 動 軸 を 配 設 し 、 該 前 後 移
動 軸 の 途 中 に 該 前 後 移 動 軸 よ り 大 径 か つ 該 ね じ 付 き ロ ー ル と 噛 合 可 能 に 配 設 し た ね じ 軸 部
と 、 該 基 軸 と 該 前 後 移 動 軸 の 一 端 部 側 は 該 先 端 部 位 の 離 間 し た 位 置 で 回 動 自 在 に 軸 支 し 、
該 基 軸 の 他 端 部 は 把 持 本 体 部 に 固 着 す る と と も に 該 前 後 移 動 軸 は 自 由 端 と し 、 該 基 軸 の 途
中 に 該 基 軸 よ り 大 径 で 該 ね じ 付 き ロ ー ル の 内 側 に 摺 動 す る 半 円 形 形 状 の 摺 動 部 材 を 該 ね じ
付 き ロ ー ル 位 置 に 配 設 し 、 該 ね じ 付 き ロ ー ル を 左 右 に 回 動 さ せ る こ と に よ っ て 該 先 端 部 位
を 起 立 位 置 か ら 水 平 位 置 間 で 傾 転 自 在 な 構 成 と し た こ と を 特 徴 と す る 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡
。
【 請 求 項 ４ 】
関 節 腔 内 で 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 位 を 傾 転 さ せ 超 音 波 内 探 触 子 か ら 測 定 対 象 物 に 対
し て 垂 直 に な る よ う に 超 音 波 を 発 信 し な が ら 測 定 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 関 節 内
超 音 波 内 視 鏡 の 測 定 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
関 節 軟 骨 を 含 む 関 節 近 傍 組 織 の 診 断 を 行 う 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 と そ の 測 定 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 よ り 超 音 波 の 照 射 角 度 を 変 更 で き る 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 に つ い て は 、 様 々 な 形 態 の 装
置 が 発 明 さ れ て い る 。 例 え ば 、 微 小 な 超 音 波 探 触 子 の 角 度 を 少 し ず つ 変 え て 多 数 配 列 し て
、 そ れ を 電 子 的 に 駆 動 す る 順 番 を 変 え る こ と に よ り 超 音 波 の 照 射 角 度 を 変 更 す る 機 構 の 発
明 が あ る 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 、 特 許 文 献 ２ ）
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 図 １ １ に 示 す 直 胴 状 の 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 ６ ０ の 先 端 部 域 に は 凹 部 状 の 刻 設 部 が
あ り 、 こ こ に プ ロ ー ブ で あ る 超 音 波 探 触 子 ６ ２ が 配 設 し て あ る 。 超 音 波 探 触 子 ６ ２ か ら 関
節 軟 骨 表 面 ６ ４ に 対 し て 超 音 波 １ ５ が 照 射 さ れ る よ う に な っ て い る 。 な お 、 符 号 ６ ６ は 切
開 位 置 を 示 す 。 （ 特 許 文 献 ３ ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ２ ５ ５ ４ ５ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ６ ７ ２ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ４ ５ ８ ２ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
と こ ろ が 、 特 許 文 献 １ と 特 許 文 献 ２ に あ っ て は 、 こ れ ら の 装 置 を 用 い て 測 定 し て も 測 定 対
象 物 に 対 す る 超 音 波 の 照 射 位 置 が 明 確 で は な く 、 ま た 測 定 対 象 物 に 対 し て 垂 直 に 超 音 波 が
照 射 さ れ て い る こ と が 確 認 で き な い と い っ た 問 題 が あ る 。 ま た 、 特 許 文 献 ３ で は 、 超 音 波
探 触 子 か ら 照 射 さ れ る 超 音 波 の 照 射 角 度 の 自 由 度 が 小 さ く 、 可 動 部 分 が な い た め に 関 節 腔
内 で 測 定 す る 際 に は 、 超 音 波 の 角 度 を 適 切 に 合 わ せ る こ と が で き ず 関 節 腔 内 で 関 節 軟 骨 に
適 切 な 角 度 で 超 音 波 が 照 射 で き ず 、 そ の た め 測 定 可 能 部 位 が ご く 限 ら れ た 領 域 の み で の 測
定 に と ど ま っ て し ま う と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 こ れ ら の 問 題 点 を 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目
的 は 硬 い 構 造 を し て い な が ら 、 超 音 波 探 触 子 が 関 節 腔 内 の 周 囲 組 織 に 接 触 等 を 起 こ さ な い
よ う に し な が ら 、 関 節 腔 内 で 超 音 波 を 関 節 軟 骨 表 面 に 垂 直 に 照 射 で き る よ う に 自 由 に 調 整
可 能 と し た 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 と そ の 測 定 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 第 １ の 発 明 で は 、 超 音 波 を 関 節 腔 内 に 送
信 す る と と も に 関 節 腔 内 で 反 射 し た 超 音 波 を 反 射 エ コ ー と し て 受 信 す る 超 音 波 探 触 子 と 、
該 超 音 波 探 触 子 が 配 設 さ れ た 傾 転 自 在 な 先 端 部 位 と 、 該 先 端 部 位 と 離 間 し た 対 向 位 置 に 配
設 さ れ た 把 持 本 体 部 と 、 該 先 端 部 位 と 該 把 持 本 体 部 間 に 基 軸 と 前 後 移 動 軸 を 配 設 し 、 該 基
軸 と 該 前 後 移 動 軸 の 一 端 部 側 は 該 先 端 部 位 の 離 間 し た 位 置 で 回 動 自 在 に 軸 支 す る と と も に
、 該 基 軸 の 他 端 部 は 把 持 本 体 部 に 固 着 し 、 該 前 後 移 動 軸 の 他 端 部 は 把 持 本 体 部 の 縦 軸 線 方
向 に 刻 設 さ れ た 溝 部 に 沿 っ て 前 後 動 さ せ る こ と に よ っ て 該 先 端 部 位 を 起 立 位 置 か ら 水 平 位
置 間 で 傾 転 自 在 な 構 成 と し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 に 係 る 第 １ の 発 明 に 係 る 第 ２ の 発 明 で は 、 該 把 持 本 体 部 側 の 該 前 後 移 動 軸 の 端 部 を
Ｌ 字 状 に 曲 折 し た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 第 ３ の 発 明 で は 、 超 音 波 を 関 節 腔 内 に 送 信 す る と と も に 関 節 腔 内 で 反
射 し た 超 音 波 を 反 射 エ コ ー と し て 受 信 す る 超 音 波 探 触 子 と 、 該 超 音 波 探 触 子 が 配 設 さ れ た
傾 転 自 在 な 先 端 部 位 と 、 該 先 端 部 位 と 離 間 し た 対 向 位 置 に 配 設 さ れ た 把 持 本 体 部 と 、 該 把
持 本 体 部 の 途 中 に 周 方 向 に 一 定 幅 に 開 口 さ れ た 開 口 部 ５ ４ と 、 該 開 口 部 ５ ４ に 内 周 部 に ね
じ が 刻 設 さ れ て 回 動 自 在 に 配 設 さ れ た ね じ 付 き ロ ー ル と 、 該 先 端 部 位 と 該 把 持 本 体 部 間 に
基 軸 と 前 後 移 動 軸 を 配 設 し 、 該 前 後 移 動 軸 の 途 中 に 該 前 後 移 動 軸 よ り 大 径 の 該 ね じ 付 き ロ
ー ル と 噛 合 可 能 に 配 設 し た ね じ 軸 部 と 、 該 基 軸 と 該 前 後 移 動 軸 の 一 端 部 側 は 該 先 端 部 位 の
離 間 し た 位 置 で 回 動 自 在 に 軸 支 し 、 該 基 軸 の 他 端 部 は 把 持 本 体 部 に 固 着 す る と と も に 該 前
後 移 動 軸 は 自 由 端 と し 、 該 基 軸 の 途 中 に 該 基 軸 よ り 大 径 で 該 ね じ 付 き ロ ー ル の 内 側 に 摺 動
す る 半 円 形 形 状 の 摺 動 部 材 を 該 ね じ 付 き ロ ー ル 位 置 に 配 設 し 、 該 ね じ 付 き ロ ー ル を 左 右 に
回 動 さ せ る こ と に よ っ て 該 先 端 部 位 を 起 立 位 置 か ら 水 平 位 置 間 で 傾 転 自 在 な 構 成 と し た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 第 ４ の 発 明 で は 、 関 節 腔 内 で 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 位 を 傾 転 し
な が ら 超 音 波 探 触 子 か ら 測 定 対 象 物 に 対 し て 垂 直 に な る よ う に 超 音 波 を 発 信 し な が ら 測 定
す る よ う に し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 は 、 超 音 波 を 送 受 信 す る 超 音 波 探 触 子 が 内 部 に 固 定 さ れ て い る 先 端 部 位 を 水 平 状 態
か ら 垂 直 状 態 間 を 傾 転 自 在 と す る こ と に よ り 、 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 を 手 元 で 操 作 し な が ら
あ ま り 大 き く 動 か す こ と な く 超 音 波 の 照 射 角 度 が 関 節 軟 骨 表 面 に 常 に 垂 直 に 照 射 す る よ う
に 自 由 に 変 更 す る こ と が で き る た め 、 精 度 の 良 い 測 定 が 簡 単 に で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
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【 ０ ０ １ ２ 】
次 に 、 本 発 明 に よ る 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 と そ の 測 定 方 法 に 係 る 発 明 の 実 施 の 形 態 を 実 施 例
１ お よ び 実 施 例 ２ に 基 づ き 図 １ ～ 図 １ ０ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 先 端 部 位 を 起 立 し た 場 合 の 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 の 縦 断 面
、 図 ２ は 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 先 端 部 位 を 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 の 軸 心 と 同 一 軸 心 と な る
方 向 に 伸 張 し た 場 合 の 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 の 縦 断 面 、 図 ３ は 測 定 対 象 物 に 超 音 波 内 探 触 子
か ら 超 音 波 を 発 信 し て い る 概 要 図 、 図 ４ は 本 発 明 の 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 で 診 断 す る 場 合 の
測 定 可 能 範 囲 を 図 示 し た 模 式 図 、 図 ５ は 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 位 の 動 き を 表 す 概 要
図 、 図 ６ は 超 音 波 が 垂 直 に 照 射 さ れ て い る 状 態 か ら の 角 度 の ず れ と 反 射 エ コ ー の 強 さ と の
関 係 図 、 図 ７ は 図 ４ の Ｅ ～ Ｅ か ら 視 た 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 と 内 視 鏡 と の 相 対 位 置 を 示 す 平
面 図 、 図 ８ は 本 発 明 の 実 施 例 ２ に 係 る 先 端 部 位 を 起 立 し た 場 合 の 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 の 縦
断 面 図 、 図 ９ は 本 発 明 の 実 施 例 ２ に 係 る 先 端 部 位 を 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 の 軸 心 と 同 一 軸 心
と な る 方 向 に 伸 張 し た 場 合 の 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 の 縦 断 面 、 図 １ ０ は 図 ９ の Ｄ － Ｄ か ら 視
た 横 断 面 、 で あ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま ず 、 図 １ と 図 ２ は 実 施 例 １ に 係 る 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 の 縦 断 面 で あ る が 、 図 １ を 代 表
し て 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 の 構 造 を 説 明 す る 。 図 １ に 示 す 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 １ は 、 先 端 部
位 ２ 、 超 音 波 探 触 子 ３ 、 基 軸 ４ 、 前 後 移 動 軸 ５ 、 把 持 本 体 部 ６ お よ び 係 止 部 材 ８ か ら 構 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま ず 、 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 １ の 先 端 部 位 ２ は 、 有 底 部 を 有 す る と と も に 、 外 形 形 状 が 円
形 ま た は 正 方 形 を 成 し 、 外 径 が ２ ～ ３ ｍ ｍ 、 高 さ が ６ ～ ８ ｍ ｍ 、 好 ま し く は 高 さ が ４ ～ ６
ｍ ｍ の 寸 法 を 有 し て お り 、 内 部 に は 深 さ が ３ ～ ４ ｍ ｍ 、 好 ま し く は ２ ～ ３ ｍ ｍ の 凹 部 状 の
刻 設 部 を 有 し て い る 。 な お 、 先 端 部 位 ２ の 外 形 形 状 は 、 前 述 し た 形 状 以 外 に 限 定 さ れ る も
の で は な く 、 超 音 波 探 触 子 ３ が 先 端 部 位 ２ 内 に 配 設 さ れ る こ と が で き れ ば 、 例 え ば 、 三 角
形 、 五 角 形 や 六 角 形 の よ う な 多 角 形 で あ っ て も よ い 。 な お 、 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 １ の 材 質
は ス テ ン レ ス 鋼 、 チ タ ン 合 金 や ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 、 あ る い は 非 常 に 硬 い プ ラ ス チ ッ ク 製 な
ど が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 先 端 部 位 ２ の 外 周 下 部 位 置 に は 、 側 面 が 薄 板 状 で か つ 正 面 が 半 円 形 状 を 有 し た 係 止 部 材
８ が 半 円 形 状 を 外 方 に 向 け た 状 態 で 固 着 さ れ て い る 。 こ の 係 止 部 材 ８ の 対 角 線 位 置 に は 、
支 軸 ９ と 支 軸 １ ０ が 配 設 さ れ て い る 。 特 に 、 支 軸 １ ０ は 支 軸 ９ を 中 心 に て 支 軸 １ ０ が 前 後
に ス ム ー ス に 移 動 す る た め 、 支 軸 １ ０ に は 長 穴 １ ０ ａ が 開 口 さ れ て お り 、 支 軸 １ ０ は 長 穴
１ ０ ａ に 沿 っ て 上 下 移 動 可 能 に な っ て い る 。 基 軸 ４ の 一 端 部 は 支 軸 ９ に 軸 支 さ れ た 状 態 で
回 動 自 在 に な っ て お り 、 他 端 部 は 、 先 端 部 位 ２ と 対 向 し た 先 端 部 側 が 截 頭 円 錐 形 状 を 有 す
る と と も に 、 内 部 が 中 空 円 筒 状 に 刻 設 さ れ た 把 持 本 体 部 ６ の 底 部 ６ ａ に 固 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
一 方 、 支 軸 １ ０ に は 、 前 後 移 動 軸 ５ の 端 部 が 回 動 自 在 に 軸 支 さ れ て お り 、 他 端 部 は 自 由 端
で Ｌ 字 状 を 有 し て お り 、 こ の Ｌ 字 部 ５ ａ は 、 把 持 本 体 部 ６ の 縦 軸 心 方 向 に 沿 っ て 刻 設 さ れ
た 溝 部 １ １ 上 を 図 １ に 示 す 矢 印 Ａ 方 向 と 図 ２ に 示 す 矢 印 Ｂ 方 向 に 前 後 動 可 能 な 構 成 を 成 す
。 な お 、 基 軸 ４ と 前 後 移 動 軸 ５ の 横 断 面 形 状 は 、 矩 形 形 状 に し た が 、 こ れ に 限 定 す る も の
で は な く 基 軸 ４ と 前 後 移 動 軸 ５ を 併 合 さ せ た 状 態 の 横 断 面 形 状 が 円 形 に な る よ う に し て も
よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ に 示 す 方 向 に Ｌ 字 部 ５ ａ を 例 え ば 親 指 で 矢 印 Ａ （ 後 退 移 動 方 向 ） の よ う に 移 動 す る
と 、 先 端 部 位 ２ は 支 軸 ９ を 中 心 と し て 起 立 方 向 （ 基 軸 ４ と 先 端 部 位 ２ が 直 角 と な る 方 向 ）
に 移 動 す る 。 逆 に 、 前 後 移 動 軸 ５ を 図 ２ に 示 す 矢 印 Ｂ （ 前 進 移 動 方 向 ） の よ う に 移 動 す る
と 、 先 端 部 位 ２ は 支 軸 ９ を 中 心 に し て 傾 倒 方 向 （ 基 軸 ４ と 先 端 部 位 ２ が 直 線 と な る 方 向 ）
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に 移 動 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 3は 測 定 対 象 物 に 超 音 波 探 触 子 か ら 超 音 波 を 発 信 し て い る 概 要 図 で あ り 、 図 ６ に 示 す
よ う に 、 こ の 超 音 波 探 触 子 ３ か ら 超 音 波 １ ５ を 測 定 対 象 物 に 照 射 し な が ら 関 節 軟 骨 １ ６ 上
を 縦 横 に 走 査 さ せ 、 そ の 反 射 エ コ ー を 測 定 す る 。 反 射 エ コ ー は 主 に 関 節 軟 骨 １ ６ お よ び 軟
骨 下 骨 １ ７ か ら 得 ら れ る 。 測 定 さ れ た 反 射 エ コ ー は オ シ ロ ス コ ー プ （ 図 示 を 省 略 ） で 表 示
さ れ る 。 な お 、 符 号 １ ８ は 海 面 骨 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に お け る 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 １ を 用 い て 具 体 的 な 関 節 軟 骨 の 形 状 、 軟 骨 の 硬 さ お
よ び 厚 さ の 測 定 方 法 を 述 べ る 。 ま ず 、 図 4は 超 音 波 探 触 子 ３ で 膝 関 節 を 診 断 す る 場 合 の 測
定 可 能 範 囲 を 図 示 し た 模 式 図 で あ り 、 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 １ の 先 端 部 位 ２ に 配 設 さ れ た 超
音 波 探 触 子 ３ か ら 超 音 波 １ ５ を 測 定 対 象 物 に 常 に 垂 直 に 照 射 す る よ う に Ｌ 字 部 ５ ａ を 前 後
動 さ せ る と と も に 、 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 １ も 傾 動 可 能 な 範 囲 内 （ 実 線 と 点 線 ） で 先 端 部 位
２ の 傾 転 角 度 を 操 作 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 場 合 、 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 １ を 挿 入 し た い 箇 所 の 皮 膚 の 一 部 を わ ず か に 切 開 し 、 こ
こ を 切 開 位 置 ２ ０ と す る 。 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 １ を 切 開 位 置 ２ ０ に 挿 入 し た ま ま 、 関 節 内
超 音 波 内 視 鏡 １ の 超 音 波 探 触 子 ３ の 先 端 部 位 ２ が 測 定 対 象 物 で あ る 関 節 軟 骨 表 面 ２ １ に 直
接 触 れ る こ と の な い よ う に し な が ら 、 図 4に 示 す よ う に 関 節 軟 骨 表 面 ２ １ を 測 定 可 能 範 囲
Ｃ に わ た り 、 超 音 波 １ ５ の 照 射 角 度 と 反 射 エ コ ー を 同 時 に 測 定 し 、 関 節 軟 骨 １ ６ の 諸 特 性
を 一 度 に 比 較 す る こ と に よ り 、 関 節 軟 骨 １ ６ の 形 状 、 硬 さ と 厚 さ な ど が 判 明 で き る の で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 関 節 軟 骨 １ ６ は ３ 次 元 的 な 複 雑 な 形 状 を し て い る た め に 、 図 5（ ａ ） ～ 図 5（ ｃ ） の よ う
に 、 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 １ を そ れ ほ ど 大 き く 動 か す こ と な く 、 先 端 部 位 ２ を 主 体 的 に 可 動
す る こ と に よ り 、 超 音 波 探 触 子 ３ か ら 測 定 部 位 ２ ２ に 対 し て 超 音 波 １ ５ を 照 射 し た ま ま 、
超 音 波 １ ５ の 照 射 角 度 の み を 容 易 に 変 更 で き る 。 こ れ に よ り 、 測 定 部 位 ２ ２ に 対 し て 正 確
に 超 音 波 １ ５ を 照 射 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 超 音 波 探 触 子 ３ を 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 １ の 先 端 部 に 傾 転 自 在 に 配 設 す る こ と で 、 関 節 内
に 存 在 す る 関 節 液 を 利 用 す る こ と に よ り 、 音 響 カ ッ プ リ ン グ 材 を 用 い る こ と な く 、 関 節 腔
内 １ Ａ に お い て 反 射 エ コ ー を 得 る こ と が で き る 。 あ る い は 関 節 液 が 十 分 量 、 関 節 腔 内 １ Ａ
に 存 在 し な い 場 合 に は 生 理 食 塩 水 等 の 治 療 時 に 用 い る 液 体 で 代 用 し て も よ い 。 ま た 、 関 節
液 を 利 用 し て 超 音 波 １ ５ を 関 節 軟 骨 表 面 ２ １ に 照 射 す る た め 、 超 音 波 探 触 子 ３ を 測 定 部 位
２ ２ で あ る 関 節 軟 骨 １ ６ に 直 接 触 れ る こ と な く 反 射 エ コ ー を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ９ は 超 音 波 が 垂 直 に 照 射 さ れ て い る 状 態 か ら の 角 度 の ず れ と 反 射 エ コ ー の 強 さ と の 関
係 図 を 示 す 。 超 音 波 １ ５ を 測 定 対 象 物 の 関 節 軟 骨 表 面 ２ １ に 対 し て 垂 直 に 照 射 す る と 、 最
も 強 い 反 射 エ コ ー が 帰 っ て く る 性 質 が あ る 。 こ の た め 、 超 音 波 探 触 子 ３ か ら 関 節 軟 骨 表 面
２ １ に 超 音 波 １ ５ を 照 射 す る 際 に 、 最 も 反 射 エ コ ー が 強 く 帰 っ て く る 角 度 を 探 索 し 、 測 定
部 位 ２ ２ に 対 し て 超 音 波 １ ５ が 垂 直 に 照 射 で き る 角 度 を 決 定 す る 。 図 ９ か ら 、 超 音 波 １ ５
が 垂 直 に 照 射 さ れ て い る 状 態 か ら の 角 度 が ず れ る と 反 射 エ コ ー の 強 さ が 次 第 に 減 少 す る こ
と が 伺 え る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 で は 、 先 端 部 位 ２ の み が 自 由 に 可 動 す る 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 １ を 用 い る た め 、 超
音 波 １ ５ を 照 射 し た ま ま 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 １ を 切 開 位 置 ２ ０ を 中 心 に そ れ ほ ど 大 き く 動
か す 必 要 が な く 、 超 音 波 １ ５ を 照 射 し て い る 測 定 部 位 ２ ２ （ 関 節 軟 骨 表 面 ２ １ ） に 超 音 波
１ ５ を 照 射 し た ま ま 、 超 音 波 １ ５ の 照 射 角 度 の み を 変 更 で き る 。 こ れ に よ り 、 測 定 部 位 ２
２ に 対 し て 正 確 に 超 音 波 １ ５ を 照 射 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
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図 ７ は 図 ４ の Ｅ ～ Ｅ か ら 視 た 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 と 内 視 鏡 と の 相 対 位 置 を 示 す 平 面 図 で あ
る 。 本 発 明 の 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 １ は 超 音 波 探 触 子 ３ が 内 視 鏡 １ ９ に 併 用 し て 使 用 で き る
プ ロ ー ブ と な っ て い る 。 図 ７ に 示 す よ う に 、 先 端 部 位 ２ を 有 す る 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 １ と
内 視 鏡 １ ９ の 両 者 は 、 ハ の 字 状 に 配 設 さ れ て い る 。 一 方 の 内 視 鏡 １ ９ は 照 明 を 内 蔵 し て い
る た め 、 照 明 で 照 ら し な が ら 関 節 腔 内 １ Ａ の 内 部 の 状 況 を 把 握 で き る 。 こ の た め 、 超 音 波
探 触 子 ３ の 先 端 部 位 ２ が 測 定 対 象 物 で あ る 関 節 軟 骨 １ ６ に 直 接 触 れ る こ と な く 、 比 較 的 容
易 に 診 断 で き る 。 な お 、 図 ７ に 示 す 箇 所 に 内 視 鏡 １ ９ を 膝 関 節 に 挿 入 す る 場 合 は 、 前 述 し
た 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 １ と 同 様 に 切 開 す る の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 の 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 １ を 用 い る こ と に よ り 、 関 節 軟 骨 １ ６ に 超 音 波 １ ５ を 照 射
す る と 、 関 節 軟 骨 表 面 ２ １ 部 分 お よ び 軟 骨 下 骨 １ ７ 部 分 か ら 反 射 エ コ ー が 得 ら れ る 。 し か
し 内 部 に 亀 裂 が 存 在 す る と 、 そ の 部 分 か ら も 反 射 エ コ ー が 観 察 さ れ る た め 、 関 節 軟 骨 内 部
の 亀 裂 ・ 損 傷 を 判 別 す る こ と が で き る と と も に 、 関 節 軟 骨 １ ６ の 形 状 や 軟 骨 硬 さ と 軟 骨 厚
さ が 測 定 で き る 。 図 １ ～ 図 １ ０ で は 、 膝 関 節 を 例 に と っ て 説 明 し た が 、 こ れ に 限 定 す る も
の で は な く 、 例 え ば 、 肘 関 節 な ど に も 適 用 で き る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま ず 、 図 ８ と 図 ９ は 実 施 例 ２ に 係 る 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 の 縦 断 面 で あ る が 、 図 ８ を 代 表
し て 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 の 構 造 を 説 明 す る 。 図 ８ に 示 す 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 ４ ０ は 、 先 端
部 位 ４ ２ 、 超 音 波 探 触 子 ４ ３ 、 基 軸 ４ ４ 、 前 後 移 動 軸 ４ ５ 、 把 持 本 体 部 ４ ６ 、 ね じ 付 き ロ
ー ル ４ ７ お よ び 係 止 部 材 ４ ８ か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 先 端 部 位 ４ ２ の 外 周 下 部 位 置 に は 、 側 面 が 薄 板 状 で か つ 正 面 が 半 円 形 状 を 有 し た 係 止 部
材 ４ ８ が 半 円 形 状 を 外 方 に 向 け た 状 態 で 固 着 さ れ て い る 。 こ の 係 止 部 材 ４ ８ の 対 角 線 位 置
に は 、 支 軸 ４ ９ と 支 軸 ５ ０ が 配 設 さ れ て い る 。 特 に 、 支 軸 ５ ０ は 支 軸 ４ ９ を 中 心 に て 支 軸
５ ０ が 前 後 に ス ム ー ス に 移 動 す る た め 、 支 軸 ５ ０ に は 長 穴 ５ ０ ａ が 開 口 さ れ て お り 、 支 軸
５ ０ は 長 穴 ５ ０ ａ に 沿 っ て 上 下 移 動 可 能 に な っ て い る 。 先 端 部 位 ４ ２ 側 の 基 軸 ４ ４ の 断 面
が 矩 形 状 を 有 し 、 支 軸 ４ ９ に 軸 支 さ れ た 状 態 で 回 動 自 在 に な っ て お り 、 把 持 本 体 部 ４ ６ 側
の 他 端 部 は 、 先 端 部 位 ４ ２ と 対 向 し た 先 端 部 側 が 截 頭 円 錐 形 状 を 有 す る と と も に 、 内 部 が
中 空 円 筒 状 に 刻 設 さ れ た 把 持 本 体 部 ４ ６ の 底 部 ４ ６ ａ に 固 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ８ に 示 す よ う に 把 持 本 体 部 ４ ６ の 途 中 に 周 方 向 に 一 定 幅 に 開 口 さ れ た 開 口 部 ５ ４ が 配
設 し て あ る 。 こ こ に 外 形 寸 法 が 把 持 本 体 部 ４ ６ の 外 径 よ り 大 径 で 円 形 形 状 を 有 し 、 内 周 部
に ね じ が 刻 設 さ れ た ね じ 付 き ロ ー ル ４ ７ が 該 開 口 部 ５ ４ で 回 動 自 在 に 遊 嵌 状 態 に 保 持 さ れ
て い る 。 こ の た め 、 ね じ 付 き ロ ー ル ４ ７ 自 体 は 開 口 部 ５ ４ に 挟 持 さ れ て い る た め 、 前 後 移
動 が 不 可 能 な 状 態 を 呈 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
一 方 、 横 断 面 が 半 円 形 状 の 前 後 移 動 軸 ４ ５ の 後 端 部 域 に は 該 前 後 移 動 軸 ４ ５ よ り 大 径 で 半
円 形 状 の ね じ 軸 部 ５ ２ が 設 け ら れ 、 こ の ね じ 軸 部 ５ ２ と ね じ 付 き ロ ー ル ４ ７ と は 噛 合 し た
状 態 で 保 持 さ れ て い る 。 他 方 、 横 断 面 が 半 円 形 形 状 の 基 軸 ４ ４ に は 、 半 円 形 状 の 基 軸 ４ ４
よ り 大 径 を 成 す と と も に 、 ね じ 付 き ロ ー ル ４ ７ の 内 側 に 刻 設 さ れ た ね じ 部 と 常 に 緩 く 摺 動
す る 程 度 の 大 き さ を 有 す る 半 円 形 形 状 の 摺 動 部 材 ５ ６ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ こ で 、 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 ４ ０ の ね じ 付 き ロ ー ル ４ ７ を 図 ９ の Ｃ － Ｃ 側 か ら 見 て 反 時
計 回 り に 回 動 さ せ る と 、 ね じ 付 き ロ ー ル ４ ７ と 噛 合 し た ね じ 軸 部 ５ ２ が 前 進 し 、 図 ８ の よ
う に 起 立 し た 状 態 の 先 端 部 位 ４ ２ は 次 第 に 前 方 に 傾 転 す る よ う に な り 、 最 後 は 図 ９ の よ う
に 水 平 状 態 と な る 。 逆 に ね じ 付 き ロ ー ル ４ ７ を 図 ９ に 示 す よ う に 時 計 回 り に 回 動 さ せ る と
、 ね じ 付 き ロ ー ル ４ ７ と 噛 合 し た ね じ 軸 部 ５ ２ が 後 退 し 、 先 端 部 位 ４ ２ は 起 立 し た 方 向 に
移 動 す る 。 な お 、 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 ４ ０ の 使 用 方 法 は 、 前 述 し た 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 １
の 使 用 方 法 と 同 様 で あ る た め 、 使 用 方 法 に つ い て の 説 明 は 省 略 す る 。
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【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 の 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 は 、 関 節 鏡 視 下 手 術 に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 先 端 部 位 を 起 立 し た 場 合 の 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 の 縦 断 面
で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ に 係 る 先 端 部 位 を 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 の 軸 心 と 同 一 軸 心 と な る
方 向 に 伸 張 し た 場 合 の 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 の 縦 断 面 で あ る 。
【 図 ３ 】 測 定 対 象 物 に 関 節 内 探 触 子 か ら 超 音 波 を 発 信 し て い る 概 要 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 で 診 断 す る 場 合 の 測 定 可 能 範 囲 を 図 示 し た 模 式 図 で
あ る 。
【 図 ５ 】 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 位 の 動 き を 表 す 概 要 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 超 音 波 が 垂 直 に 照 射 さ れ て い る 状 態 か ら の 角 度 の ず れ と 反 射 エ コ ー の 強 さ と の 関
係 図 で あ る
【 図 ７ 】 図 ４ の Ｅ ～ Ｅ か ら 視 た 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 と 内 視 鏡 と の 相 対 位 置 を 示 す 平 面 図 で
あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ に 係 る 先 端 部 位 を 起 立 し た 場 合 の 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 の 縦 断 面
図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ に 係 る 先 端 部 位 を 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 の 軸 心 と 同 一 軸 心 と な る
方 向 に 伸 張 し た 場 合 の 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 の 縦 断 面 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ の Ｄ － Ｄ か ら 視 た 横 断 面 で あ る 。
【 図 １ １ 】 従 来 の 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 を 用 い て 関 節 の 診 断 を 図 示 し た 模 式 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
１ 、 ４ ０ 、 ６ ０ 　 　 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡
１ Ａ 　 　 　 関 節 腔 内
２ 、 ４ ２ 　 　 　 先 端 部 位
３ 、 ４ ３ 、 ６ ２ 　 　 超 音 波 探 触 子
４ 、 ４ ４ 　 　 　 基 軸
５ 、 ４ ５ 　 　 　 前 後 移 動 軸
５ ａ 　 　 Ｌ 字 部
６ 、 ４ ６ 　 　 　 把 持 本 体 部
６ ａ 、 ４ ６ ａ 　 　 底 部
８ 、 ４ ８ 　 　 　 係 止 部 材
９ 、 ４ ９ 　 　 　 支 軸
１ ０ 、 ５ ０ 　 　 支 軸
１ ０ ａ 、 ５ ０ ａ 　 　 長 穴
１ １ 　 　 溝 部
１ ５ 　 　 超 音 波
１ ６ 　 　 関 節 軟 骨
１ ７ 　 　 軟 骨 下 骨
１ ８ 　 　 海 面 骨
１ ９ 　 　 内 視 鏡
２ ０ 、 ６ ６ 　 　 切 開 位 置
２ １ 、 ６ ４ 　 　 関 節 軟 骨 表 面
２ ２ 　 　 測 定 部 位
４ ７ 　 　 ね じ 付 き ロ ー ル
４ ９ 、 ５ ０ 　 　 支 軸
５ ２ 　 　 ね じ 軸 部
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５ ４ 　 　 開 口 部
５ ６ 　 　 摺 動 部 材
Ｃ 　 　 　 測 定 可 能 範 囲

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 12月 22日 (2004.12.22)
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 超 音 波 を 関 節 腔 内 に 送 信 す る と と も に 関 節 腔 内 で 反 射 し た 超 音 波 を 反 射 エ コ ー と し て 受
信 す る 超 音 波 探 触 子 と 、 該 超 音 波 探 触 子 が 配 設 さ れ た 傾 転 自 在 な 先 端 部 位 と 、 該 先 端 部 位
と 離 間 し た 対 向 位 置 に 配 設 さ れ た 把 持 本 体 部 と 、 該 先 端 部 位 と 該 把 持 本 体 部 間 に 基 軸 と 前
後 移 動 軸 を 配 設 し 、 該 基 軸 と 該 前 後 移 動 軸 の 一 端 部 側 は 該 先 端 部 位 の 離 間 し た 位 置 で 回 動
自 在 に 軸 支 す る と と も に 、 該 基 軸 の 他 端 部 は 把 持 本 体 部 に 固 着 し 、 該 前 後 移 動 軸 の 他 端 部
は 把 持 本 体 部 の 縦 軸 線 方 向 に 刻 設 さ れ た 溝 部 に 沿 っ て 前 後 動 さ せ る こ と に よ っ て 該 先 端 部
位 を 起 立 位 置 か ら 水 平 位 置 間 で 傾 転 自 在 な 構 成 と し た こ と を 特 徴 と す る 関 節 内 超 音 波 内 視
鏡 。
【 請 求 項 ２ 】
　 該 把 持 本 体 部 側 の 該 前 後 移 動 軸 の 端 部 を Ｌ 字 状 に 曲 折 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記
載 の 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ３ 】
　 超 音 波 を 関 節 腔 内 に 送 信 す る と と も に 関 節 腔 内 で 反 射 し た 超 音 波 を 反 射 エ コ ー と し て 受
信 す る 超 音 波 探 触 子 と 、 該 超 音 波 探 触 子 が 配 設 さ れ た 傾 転 自 在 な 先 端 部 位 と 、 該 先 端 部 位
と 離 間 し た 対 向 位 置 に 配 設 さ れ た 把 持 本 体 部 と 、 該 把 持 本 体 部 の 途 中 に 周 方 向 に 一 定 幅 に
開 口 さ れ た 開 口 部 と 、 該 開 口 部 に 内 周 部 に ね じ が 刻 設 さ れ て 回 動 自 在 に 配 設 さ れ た ね じ 付
き ロ ー ル と 、 該 先 端 部 位 と 該 把 持 本 体 部 間 に 基 軸 と 前 後 移 動 軸 を 配 設 し 、 該 前 後 移 動 軸 の
途 中 に 該 前 後 移 動 軸 よ り 大 径 か つ 該 ね じ 付 き ロ ー ル と 噛 合 可 能 に 配 設 し た ね じ 軸 部 と 、 該
基 軸 と 該 前 後 移 動 軸 の 一 端 部 側 は 該 先 端 部 位 の 離 間 し た 位 置 で 回 動 自 在 に 軸 支 し 、 該 基 軸
の 他 端 部 は 把 持 本 体 部 に 固 着 す る と と も に 該 前 後 移 動 軸 は 自 由 端 と し 、 該 基 軸 の 途 中 に 該
基 軸 よ り 大 径 で 該 ね じ 付 き ロ ー ル の 内 側 に 摺 動 す る 半 円 形 形 状 の 摺 動 部 材 を 該 ね じ 付 き ロ
ー ル 位 置 に 配 設 し 、 該 ね じ 付 き ロ ー ル を 左 右 に 回 動 さ せ る こ と に よ っ て 該 先 端 部 位 を 起 立
位 置 か ら 水 平 位 置 間 で 傾 転 自 在 な 構 成 と し た こ と を 特 徴 と す る 関 節 内 超 音 波 内 視 鏡 。
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